
編集後記
　少し前までは，感染症の迅速診断といえば，せい
ぜい RS ウイルスのキットだけでした．当時は，数
種類の試薬の滴下，攪拌，数分の静置を繰り返して
いました．それが今ではより簡便なキットが開発さ
れ“検体を攪拌して滴下するだけ”のものもありま
す．また，こうして雑誌の特集になるほど，種類も
豊富になりました．
　板垣先生には，総論として，キットの有用性と限
界・解釈について，症例の提示をしながら説明いた
だきました．呼吸器系感染症として，長澤先生には，
RS ウイルスのキットについて，現在では約 20 種類
以上もあり高い特異度を有している一方，偽陰性と
なり得ることを解説していただきました．新妻先生
には，ヒトメタニューモウイルスのキットについ
て，2014 年に保険収載された新しいキットではあ
り，診断精度も高いことをご紹介いただきました．
西先生には，A 群レンサ球菌の診断キットについ
て，精度は高いがキャリアの存在を考慮する必要が
あること，つまり実施するタイミングが重要なこと
などについて具体的にご説明いただきました．大石
先生には，いまや血清診断より簡便となった肺炎マ
イコプラズマのキットについての評価をしていただ
きました．消化器系感染症として，高梨先生にはロ
タウイルス，牛島先生にはノロウイルスのキットの

精度と有用性について述べていただきました．どち
らも 5 種類以上のキットが発売されていることを知
り，驚いた次第です．Moi 先生に執筆していただい
たデング熱のキットは，外国人旅行者が増加し温暖
化も進む日本において今後はいっそう，重要になっ
てくると思います．山崎先生に執筆をお願いした肺
炎クラミジアやオウム病クラミジアのキットは，ま
だ開発途上にあるようです．
　特集以外では，甲村先生に，小児医療の雑誌とし
ては珍しく「若年世代に適したさまざまな避妊法を
提示していただきました．中村先生には，超早産児
の救命率向上に伴い増加している慢性肺疾患に関す
る最新データを提示していただきました．小林先生
の母児接触・母児同室の留意点，小沢先生の発達障
害の現状についての記事は，現代社会特有の視点や
問題点を反映したトピックスと思います．また，最
終項では，早産児に関する外国論文をご紹介いただ
いております（日本医科大学小児科）．
　今回も，多くの診療科の先生にご協力いただきま
した．特集の迅速診断を始め，幅広い知識がアップ
デートされることに間違いありません．皆様のこれ
からの毎日の診療に，本号の内容が幅広く活用され
ることを期待しております．

（高橋　孝雄）
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